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市市 民民
窓窓口口課課
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阪神・淡路大震災などの大地震の発生
直後は、顔見知りである近隣の人たちが
協力して救出活動や消火活動を行い、大
きな力を発揮しました。地域発災対応訓
練では、大地震発生時の災害対応力を高
めるために、救出・救護・消火・情報伝
達・避難誘導など、発災直後の初動活動
の訓練を体験していただきます。
【救出活動】
バールやジャッキなどを使って、倒れ
た建物に閉じ込められた人を助けます。
【救護活動】
担架や毛布、救急セットなどを使って、
ケガをした人の手当などをします。

【消火活動】
消火器や水バケツを使って消火します。

【情報伝達活動】
安否確認や避難所の情報を集め、連絡
します。
【避難誘導】
メガホンや
笛を使って、
安全な場所へ
移動します。
災害時は、
一人ひとりがバラバラに行動するよりも、
地域の人々が協力して活動にあたる方が
効果的です。日ごろから地域の人々と交
流を深め、自主防災活動に関心を持ち、
「私たちのまちは、私たちで守ろう」と
いう気持ちで、災害に強いまちづくりを
進めていきましょう。

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君
で
す
。

今
回
は
、
２
面
で
お
知
ら
せ
し
た
京

都
市
総
合
防
災
訓
練
で
、
区
内
２３
学
区

の
自
主
防
災
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

地
域
発
災
対
応
訓
練
に
つ
い
て
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。
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けすぞう君の防災 Q&A 京都市総合防災訓練実施
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市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
市
内
在
住

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
敬
老
乗
車
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

◎
９
月
１
日
か
ら
敬
老
乗
車
証
の

一
斉
更
新
を
行
い
ま
す

現
在
敬
老
乗
車
証
を
お
持
ち
の

方
に
既
に
お
送
り
し
て
い
る
更
新

申
請
書
（
黄
緑
色
の
封
筒
）
は
、

提
出
期
限
（
８
月
１０
日
）
を
過
ぎ

て
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
新
し

い
敬
老
乗
車
証
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
早
め
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
今
回
か
ら
所
得
に
応
じ
て

費
用
の
一
部
負
担
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制

度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て

い
く
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

既
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
に
は
、
９
月
初
旬

に
、
負
担
金
額
を
記
載
し
た
納
付

書
ま
た
は
引
換
券
（
ふ
じ
色
の
封

筒
）
を
郵
送
し
ま
す
。
納
付
書
ま

た
は
引
換
券
を
持
っ
て
市
内
の
郵

便
局
で
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
負
担
金
は
、
そ
の

際
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

福
祉
介
護
課
福
祉
担
当

（
�
３７１
・
７
２
１
４
）

６
月
１８
日
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流

館
京
都
の
東
入
口
付
近
の
高
瀬
川

西
岸
に
、
運
河
と
し
て
掘
ら
れ
た

高
瀬
川
の
歴
史
や
船
廻
し
場
が
あ

っ
た
当
地
の
由
来
な
ど
を
記
し
た

駒
札
が
、
菊
浜
高
瀬
川
保
勝
会
に

よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

菊
浜
学
区
で
は
、
学
区
内
を
流

れ
る
高
瀬
川
を
地
域
交
流
の
場
と

し
て
、
春
の
桜
ま
つ
り
、
夏
の
と

う
ろ
う
流
し
な
ど
時
節
の
催
し
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
タ
ル
の
生
息
調
査
を
は
じ
め
、

美
し
い
高
瀬
川
を
守
る
活
動
に
も

力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。
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グラウンドゴルフ大会
優 勝
光 徳 体育振興会Ａチーム
準優勝
七 条 体育振興会Ａチーム
三 位
七条第三 体育振興会Ａチーム
ソフトバレーボール祭
優 勝 七 条 体育振興会
準優勝 豊 園 体育振興会
三 位 光 徳 体育振興会

尚 徳 体育振興会
優秀チーム

植 柳 体育振興会
七条第三 体育振興会

納税猶予制度

今回は、下京太郎さん一家の長女みどりさ
んについての相談です。
Ｑ みどりさんはアルバイトをしていますが、
毎月の収入が一定ではありません。そのため、
平成１７年度の市府民税の納税通知書が届いて
いますが、納期ごとに納付するのが困難です。

どうすればいいでしょうか。
Ａ 納税者本人や家族の特別な事情により、
市税の納付が困難な場合は、原則として１年
間を限度に、納める時期を延ばしたり、分割
して納めるなどの納税猶予制度があります。
みどりさんの場合は、まず区役所にできる
だけ早く相談に来てください。
問合せ 納税課（�３７１・７１９９）

迫力のブラスバンド
演奏や心地よい歌声が、
さわやかな秋の夕暮れ
に響きます。芝生の上
でくつろぎながら音楽
を楽しみ、ふれあいの
輪を広げませんか。
日時 ９月１０日（土）午後４時～７時
場所 梅小路公園 芝生広場

（雨天のときは梅小路小学校体育館）
出演 梅逕中学校音楽部・梅小路ふれあいコーラ
ス・塔南高校吹奏楽部・鳥羽高校吹奏楽部・京都
府警察音楽隊＆カラーガード隊
問合せ 安寧・大内・梅逕の各少年補導委員会
ＵＲＬ http���www.eonet.ne.jp/�taimy/

特
集
２
回
目
は
、
平
安
時
代

に
源
氏
が
居
宅
を
構
え
て
い
た

と
さ
れ
る
六
条
付
近
の
史
跡
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

若
宮
八
幡
宮

（
若
宮
通
花
屋
町
上
る
）

天
喜
５
（
１
０
５
８
）
年
、

源
頼
義
が
後
冷
泉
天
皇
の
命
を

う
け
て
そ
の
屋
敷
内
に
建
て
た

堂
が
始
ま
り
と
伝
わ
る
。
今
様

に
「
同
じ
源
氏
と
申
せ
ど
も
八

幡
太
郎
は
恐
ろ
し
や
」
と
詠
わ

れ
た
源
氏
の
棟
梁
義
家
は
こ
の

地
で
誕
生
し
て
い
る
。
以
来
、

源
氏
の
氏
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、

「
吾
妻
鏡
」
に
は
頼
朝
か
ら
の

社
地
の
寄
進
の
記
述
も
残
る
。

更
に
は
、
足
利
将
軍
家
か
ら

も
崇
め
ら
れ
る
が
応
仁
の
乱
で

焼
失
。
慶
長
１０
（
１
６
０
５
）

年
、
東
山
五
条
坂
へ
移
る
が
、

そ
の
後
も
地
域
住
民
の
厚
い
信

仰
に
よ
り
創
建
の
地
に
宮
が
守

ら
れ
現
在
に
至
る
。
毎
年
９
月

第
３
日
曜
日
に
は
盛
大
な
祭
り

が
開
か
れ
る
。

さ

め

が

い

左
女
牛
井
之
跡

（
堀
川
通
楊
梅
下
る
）

堀
川
通
の
西
側
歩
道
脇
に
建

つ
。平
安
時
代
の
源
氏
の
拠
点
、

六
条
堀
川
館
の
井
戸
と
伝
わ
り
、

京
の
名
水
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

源
頼
義
以
来
の
堀
川
館
は
平

治
の
乱
で
平
家
に
焼
か
れ
る
が
、

後
に
義
経
の
入
洛
で
再
建
さ
れ

る
。
平
家
討
滅
で
時
の
人
と
な

っ
た
義
経
を
疎
ん
じ
た
頼
朝
は

暗
殺
隊
を
送
り
堀
川
館
に
夜
襲

を
か
け
る
。「
義
経
記
」
に
は
、

酔
っ
て
眠
る
義
経
に
鎧
を
投
げ

掛
け
、
危
険
を
知
ら
せ
た
の
は

静
御
前
と
記
さ
れ
る
。
義
経
が

逃
れ
た
後
、
堀
川
館
は
再
び
焼

き
払
わ
れ
左
女
牛
井
が
残
っ
た
。

そ
の
井
戸
も
第
二
次
大
戦
時
の

堀
川
通
拡
張
で
封
じ
ら
れ
た
。

※
源
氏
ゆ
か
り
の
地
の
散
策
に

は
、
マ
ッ
プ
「
下
京
ま
ち
な
み

散
歩
３
」（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
配
布
中
）
が
便
利
で
す
。
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「源氏ゆかりの地」特集�

下
京
区
役
所
で
は
、
区
運
営
方

針
の
柱
で
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

７
月
１
日
か
ら
、
市
民
窓
口
課
に

「
順
番
案
内
シ
ス
テ
ム
（
ボ
イ
ス

コ
ー
ル
）」を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
申
請
用
紙
や
届
書
な
ど
の

記
入
後
に
窓
口
で
「
整
理
券
」
を

お
取
り
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

混
雑
時
に
も
立
っ
て
並
ぶ
必
要
が

な
く
、
番
号
を
呼
ば
れ
る
ま
で
座

っ
て
お
待
ち
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
市
民
窓
口
課
で
は
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
、
皆
様
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め
、
親
切

・
丁
寧
な
応
対
を
第
一
に
、
更
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

市
民
窓
口
課
窓
口
担
当

（
�
３７１
・
７
１
９
１
）

下
京
門
前
町

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

東
本
願
寺
御
影
堂
御
修
復
現
場

見
学
な
ど
の
参
加
申
込
方
法

そ
れ
ぞ
れ
往
復
は
が
き
に
、

希
望
者
全
員
（
５
人
ま
で
）
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
と
希
望
時
間
（
１
つ
）
を
記

入
し
て
、〒
６００
―

８
５
８
８
下
京

区
役
所
総
務
課
内
「
東
本
願
寺

御
影
堂
御
修
復
現
場
見
学
係
」

ま
た
は
「
東
本
願
寺
諸
殿
特
別

拝
観
係
」
ま
で
郵
送
。

返
信
用
は
が
き
に
は
、
代
表

者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
の
こ
と
。

締
切
り

８
月
１９
日
（
金
）
到

着
分
ま
で
有
効
。

※
参
加
者
は
抽
選
に
よ
り
決
定
。

下
京
門
前
市
の
出
店
申
込
方
法

は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
電
話
番
号
・
商
品
の

内
容
・
車
両
搬
入
の
有
無
と
出

店
希
望
場
所
（
�
東
本
願
寺
門

前
ま
た
は
�
西
本
願
寺
聞
法
会

館
西
側
）
を
明
記
し
て
、
〒
６０４

―

８
０
０
５
中
・
河
原
町
通
三
条

上
る
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
４

階
プ
ラ
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
�in

fo@
plu
son
e.n
e.

jp

）
ま
で
申
込
み
。

締
切
り

８
月
１９
日
（
金
）
到

着
分
ま
で
有
効
。

※
申
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
。

出
店
料

２
千
円

そ
の
他

出
店
資
格
や
規
制
品

目
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

プ
ラ
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
�
２２９
・
７
７
１
３
）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

下
京
区
で
は
、
平
成
１５
年
度
に

市
民
公
募
の
う
え
選
定
し
た
「
下

京
八
景
」
を
区
内
外
の
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
Ｐ

Ｒ
冊
子
と
し
て
俳
句
・
写
真
集
を

制
作
し
ま
す
。

冊
子
に
掲
載
す
る
作
品
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
募
り
ま
す
の
で
、

写
真
・
俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
を

は
じ
め
、
下
京
区
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

居
住
地
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も

応
募
方
法

�
俳
句
の
部
�
応
募
箱
設
置
場
所

で
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
て

投
函
い
た
だ
く
か
、
作
品
の
裏
面

に
次
の
内
容
（
�
名
前
�
住
所



電
話
番
号
�
俳
句
に
詠
ん
だ
「
下

京
八
景
」
の
景
色
）
を
書
き
添
え

て
郵
便
ま
た
は
�
で
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

�
写
真
の
部
�
写
真
サ
イ
ズ
は
四

つ
切
（
２５
・
４
�
×
３０
・
５
�
）

と
し（
ワ
イ
ド
四
つ
切
は
除
く
）、

写
真
の
裏
に
次
の
内
容
（
�
名
前

�
住
所


電
話
番
号
�
表
題
）
を

記
入
し
た
用
紙
を
貼
り
付
け
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り

１０
月
２０
日
（
木
）
必
着

そ
の
他

審
査
の
う
え
選
ば
れ
た

方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

�
俳
句
の
部
選
定
委
員

大
取

一
馬
（
龍
谷
大
学
教
授
）

下
京
八
景
Ｐ
Ｒ
事
業
の

市
民
参
加
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

第
１
回
会
議
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
も
っ
ぱ
ち

グ
ル
ー
プ
の
名
称
を『
下
八
ひ
ろ

め
隊
』
に
決
定
し
、
Ｐ
Ｒ
冊
子
の

制
作
に
必
要
な
俳
句
・
写
真
の
募

集
要
項
を
考
え
た
り
、
チ
ラ
シ
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
り
と
会
議
を
重
ね

て
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

いちょう
東本願寺の銀杏
しょうせいえん
渉成園の四季
龍谷学舎の慕情
門前町のかおり

京都駅界隈の夜景
梅小路の汽笛

いらか
西本願寺の甍

はないかだ
高瀬川の花筏









 











日
時

９
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

内
容

【
地
域
発
災
対
応
訓
練
】

区
内
３３
か
所
の
訓
練
場
所
（
「
け
す
ぞ
う
君
の
防
災
Ｑ
＆
Ａ
」
に
記

載
）
で
自
主
防
災
会
を
中
心
に
救
出
や
消
火
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
た

後
、
各
学
区
の
一
時
避
難
場
所
で
情
報
伝
達
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
避
難
訓
練
と
し
て
梅
小
路
公
園
ま
た
は
京
都
駅
・
東

本
願
寺
周
辺
に
移
動
し
、
次
の
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

【
避
難
所
運
営
訓
練
】

下
京
区
の
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
梅
小
路
公
園
を
避
難
所
に
見
立

て
、
給
食
給
水
や
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
災
害
時
の
生
活
を
支
え
る

訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
大
規
模
災
害
対
応
訓
練
】

京
都
駅
及
び
東
本
願
寺
周
辺
の
２
か
所
で
、
事
業
所
や
防
災
機
関

な
ど
が
行
う
合
同
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

京
都
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
貴
重

な
教
訓
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
総
合
的
な
防
災
対
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
が
起
こ

っ
た
と
き
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
市
民
の
皆
様
自
身
に
よ
る
心
掛

け
と
備
え
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
災
害
に
強
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

区
民
の
皆
様
の
京
都
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
積

極
的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
毎
年
、９
月
１
日
の「
防

災
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
地
震
や
そ

れ
に
伴
う
火
災
な
ど
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
は
下
京
区
全
域
で
区
民
参

加
型
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
災
の
基

本
に
立
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
あ
わ
て
ず
適
切
な
行
動
が
で
き

る
よ
う
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ

る
み
で
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

梅小路公園七条入口南側大内醒泉小学校
醒泉

梅逕中学校
梅逕

上金仏町地内
三哲地内淳風小学校淳風

西大路小学校
西大路

皆山中学校皆山総合教育センター
永松

御所ノ内公園元安寧小学校安寧仏光寺公園
崇仁小学校崇仁ひと・まち交流館京都菊浜学校歴史博物館開智
七条第三小学校

七条
第三六条院小学校稚松洛央小学校豊園

西七条市部町地内尚徳中学校尚徳成徳中学校成徳
七条小学校七条植松公園植柳元格致小学校

格致
光徳小学校

光徳
元有隣小学校

有隣
綾西公園

回生病院柏屋町地内郁文中学校
郁文

元法務局跡修徳公園修徳�所藤七郎商店前
訓練場所学区訓練場所学区訓練場所学区

地域発災対応訓練実施場所

安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
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桝
本
�
兼

京
都
市
長
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「「「「「「
順順順順順順
番番番番番番
案案案案案案
内内内内内内
シシシシシシ
スススススス
テテテテテテ
ムムムムムム
」」」」」」
導導導導導導
入入入入入入

「「「「「「「「「「「「
順順順順順順順順順順順順
番番番番番番番番番番番番
案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内
シシシシシシシシシシシシ
スススススススススススス
テテテテテテテテテテテテ
ムムムムムムムムムムムム
」」」」」」」」」」」」
導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入

窓
口
の
受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

俳俳
句句
・・
写写
真真
をを
募募
集集
しし
まま
すす

わわ
がが
まま
ちち
のの
誇誇
りり
「「
下下
京京
八八
景景
」」

「 下 京 八 景 」

七条少年補導委員会 安寧・大内・梅逕支部 主催

『『
高高
瀬瀬
川川
船船
廻廻
しし
場場
跡跡
』』
駒駒
札札
をを
建建
立立

〜〜
菊菊
浜浜
高高
瀬瀬
川川
保保
勝勝
会会
〜〜

下京区体育振興会連合会 主催

市税の基礎知識 Q&A市税の基礎知識 Q&A

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののののの
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
でででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

写真は昨年の訓練の様子

８
月
３１
日
は
、

市
・
府
民
税
第
２
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）
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９９９９９９９９
月月月月月月月月
１１１１１１１１
日日日日日日日日
（（（（（（（（
木木木木木木木木
））））））））
京京京京京京京京
都都都都都都都都
市市市市市市市市
総総総総総総総総
合合合合合合合合
防防防防防防防防
災災災災災災災災
訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練

９９９９９９９９
月月月月月月月月
１１１１１１１１
日日日日日日日日
（（（（（（（（
木木木木木木木木
））））））））
京京京京京京京京
都都都都都都都都
市市市市市市市市
総総総総総総総総
合合合合合合合合
防防防防防防防防
災災災災災災災災
訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練

９９９９９９９９９９９９９９９９
月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日
（（（（（（（（（（（（（（（（
木木木木木木木木木木木木木木木木
））））））））））））））））
京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市
総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練
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妹
尾

健
（
俳
誌「
草
苑
」同
人
）

丸
山

景
子（
俳
誌「
草
苑
」同
人
）

谷
元

左
登（
俳
誌「
花
曜
」同
人
）

�
俳
句
の
部
応
募
箱
設
置
場
所

下
京
区
役
所
・
崇
仁
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
・
下
京
青
少
年
活
動
セ
ン

タ
ー
・
市
観
光
案
内
所
・
下
京
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

あ
て
先
・
問
合
せ

〒
６００
―

８
５
８

８

下
京
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
�
３７１
・
７
１
７
０
／
�
３６１

・
８
８
９
３
）

下下京京区区民民
ニニュューーススポポーーツツ競競技技会会

結結果果

西
洞
院
通 

N

左女牛 
井之跡 

若宮 
八幡宮 

六条通 

揚梅通 

油
小
路
通 

東
中
筋
通 

若
宮
通 

花屋町通 

堀
川
通 

六条通 

楊梅通 

花屋町通 

梅小路ふれあいコンサート 梅小路ふれあいコンサート 
第９回 
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